
～真珠養殖発祥のまち・海女が日本一多いまち～ 

伊勢志摩サミット鳥羽おもてなし会議 会議録 

会議の名称 第４回伊勢志摩サミット鳥羽おもてなし会議 

開催日時 平成２７年１２月２２日（火）１４：００～１５：４０ 

開催場所 鳥羽市民文化会館３階中会議室 

議題 １．設置要綱の改正について 

２．県民会議の取組状況について 

３．平成２７年度事業計画の進捗状況について 

４．平成２８年度事業計画（素案）について 

５．その他 

会議資料 【事項書】 

【席次表・構成員名簿】 

伊勢志摩サミット鳥羽おもてなし会議設置要綱（改正案） 

【資料 1-1】県民会議事業進捗状況 

【資料 1-2】県民会議事業進捗状況詳細（抜粋） 

【資料 2-1】鳥羽おもてなし会議事業進捗状況 

【資料 2-2】鳥羽おもてなし会議事業進捗状況詳細（抜粋） 

【資料 3】平成 28 年度事業計画（素案） 

公開・非公開の別 公開 

出席者（敬称略） ＜顧問＞ 

鳥羽市議会議長 浜口 一利 

＜委員＞ 

鳥羽商工会議所会頭 松田 音壽（代理）、鳥羽市観光協会長 吉川 勝也、鳥羽

市自治会連合会長 傍島 寛、三重交通株式会社伊勢営業所長 中林 広己、三重

県タクシー協会志摩支部長 上野 文和、 

市長 木田 久主一、観光課長 清水 敏也、環境課長 東川 元洋、建設課長 南

川 則之、健康福祉課長 寺田 勝治、定期船課長 齋藤 貞之、消防長 細木

正蔵、教育委員会総務課長 下村 悦生 

＜オブザーバ＞ 

鳥羽海上保安部、鳥羽警察署 

欠席者（敬称略） ＜顧問＞ 

三重県議会議員 中村 欣一郎、 

＜委員＞ 

鳥羽磯部漁業協同組合代表理事組合長 永富 洋一、鳥羽市旅館組合連絡協議会長

寺田 順三郎、近畿日本鉄道株式会社鳥羽駅長 高森 正浩、東海旅客鉄道株式会

社伊勢市駅長 橋本 正巳、伊勢湾フェリー株式会社取締役社長 福武 章夫、企

画財政課長 上村 和弘、農水商工課長 浜口 貢 

＜オブザーバ＞ 

鳥羽海事事務所長 木原 盛意、三重県サミット事業推進課主事 中村 孝之 

事務局 [鳥羽市総務課]益田、奥村、小﨑 



 

開会・会長あいさつ 
 
１．設置要綱の改正について 
 事務局より、監事の追加について説明。 

⇒挙手多数により、改正案を承認 
 

２．県民会議の取組状況について 
 事務局より、【資料 1-1】及び【資料 1-2】に基づき、県民会議事業の進捗状況について説明。 
  ⇒意見なし 
 
 

３．平成２７年度事業計画の進捗状況について 
事務局及び各委員より、【資料 2-1】及び【資料 2-2】に基づき、鳥羽おもてなし会議事業の進捗状況に

ついて説明。 
 （意見・質問） 
委員：自治会連合会では、2/14をクリーンアップのキックオフの日として設定して取り組みを進める。

また、花についても、県の連合会との間で 10 箱の苗をもらう話が出ており、鋭意取り組んでい

く。 
委員：・宿泊予約センターによる配宿の調整に関して、離島は交通手段確保が困難なため、警察が宿泊

しない結果になったと聞く。何とか対処できなかったものか。 
・宿泊予約センターの割り当てに関する旅行会社の手数料率であるが、洞爺湖は５％であったの

に、伊勢志摩では１５％になっている。県民会議を通じて指摘してほしい。 
・観光協会では毎月第 2 火曜日をクリーンアップ活動の日と定め、活動している。ぜひ県民会議

のキックオフ等との連携を。 
・パールロードの清掃や伐採についても、地元町内会等と連携して進めていることを報告する。

・メディアへのおみやげについて、関係者から 5,000は必要だと聞いている。その後の検討状況

はどうか。 
委員：観光関係については検討する。 
委員：クリーンアップやパールロードの美化についても協力してやっていきたい。 
事務局：メディアへのおみやげについては、国際メディアセンターを利用するメディア全員に配布する

具体的な機会や方法が不明であるので、まだ迷いがある。今年度予算の残を活用して作成できな

いか調整していきたい。 
委員：ドーマン・セーマンのみやげについては、五左屋でも販売している。既製品の活用も視野に入れ

てほしい。 
 

４．平成２８年度事業計画（素案）について 
事務局より、【資料 3】に基づき、平成 28年度鳥羽おもてなし会議事業計画素案について説明。 
委員：・「海女の写真集」の記載について、米国人の青年が撮影した海女の写真を見たことがあるが、外

国人から見た海女という視点も入れてみてはどうか。 
   ・離島には、4・5月に警備が入らないのであれば、優先的に離島に観光客を引っ張っていく手段

を考えるべき。 
   ・メディアセンターと会場間のアクセスに関し、鳥羽はどのように回るのか確認できているか。

事務局：写真集については、実行委員会で作成しているので、どこまで作業が進んでいるのか確認する。

   メディアセンターと会場間のアクセスはバスであると思っているが、ルートについてまだ話はな

い。 
委員：離島対策については、検討する。 
 

⇒本事業計画素案の方向性について、委員の了承を確認した。 



 
５．その他 
 (1) 鳥羽警察署から、警備に関する情報共有 

 （意見）なし。海上保安部からも海上警備に関する補足説明あり。 

 (2) 各団体からの情報共有 

 （意見）なし 

 (3) 下記予定について事務局より説明 

  ・今後市の予算編成の流れと合わせて事業計画案と予算案を提案していく流れとなる。 

  ・市議会の関係で、年度末に予算案の了承をいただくタイミングとなるため、また書面決議とさせて

いただく可能性もある。 

・次回は、メディア晩餐会の試食も取り入れたい。 

 (4)その他 

  なし 

 

～閉会～ 
 

 


